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基本メニュー

オプション

対象機器専用 Viewer側から接続するClient側パソコンを追加

グループ化設定 Viewer～Client間の紐付け設定。Viewer～Client間の[１:多]、[多:１]、[多:多]接続を可能にします。

WOLコントローラ 外出先から最大100台までの会社パソコンを電源投入できる専用機器（Wake On Lanコントローラー）を提供します。

サービスメニュー

●本製品はNTTテクノクロス株式会社のMagicConnect©のリセール版です。最新の対応デバイス・OSなどは下記MagicConnect©ホームページをご確認ください。
<http://www.magicconnect.net/product/edition.php>

D.e-Connect利用イメージ

Viewer（操作端末）から、インターネットを経由して、Client（対象機器）の
パソコン画面を表示させ、あたかも社内のパソコンが手元にあるかのように操作可能です。

タイプ 特徴
認証方法 ※1

エディション ※2
パソコン モバイル

USBキー
あり （USB 1台＋モバイル 1台）

・USBキーを携帯するだけ USB認証 端末認証 ※3
・NDL版

・XDL版

USBキー
なし

（パソコン 1台＋モバイル 1台）
・USBキー不要 紛失の恐れなし 端末認証 端末認証

・NDL版
・EX版

・XDL版

（パソコン 1台） ・用途限定可能
・安価に利用

端末認証 ー ・NDL版のみ

（モバイル 1台）
ー 端末認証 ・NDL版のみ

USBキー
あり （USB 1台 ＋ パソコン/モバイル 2台）

・USBキーを携帯するだけ
・安定した接続が可能 USB認証 端末認証

・XDL版のみ
USBキー

なし
（パソコン/モバイル 3台）

・USBキー不要 紛失の恐れなし
・安定した接続が可能 端末認証 端末認証

（パソコン/モバイル 1台）

・安価に利用
・安定した接続が可能 端末認証 端末認証

USB型

端末認証型

モバイル(Windows)

モバイル(iOS,Android)

※1:認証方法:USB認証＝USBキー保有で複数のパソコンから利用可能 端末認証＝初回ログインした1台の端末からの利用に限定
※2:エディション:NDL版＝データ共有無効、 EX版=データ共有有効、 XDL版＝許可されたもののみデータ共有有効
※3:端末認証については、弊社カスタマーセンターへご連絡いただくことで、端末リセットを行うことが可能です。

オールトヨタクラウド

インターネット

外出先 お客様社内

D.e-Connect
サーバー

Viewer（操作端末） Client（対象機器）

通信は暗号化(HTTPS)

・パソコンのほか、
Windowsサーバー
にも対応

ファイアウォール

穴あけ不要(TCP443)
(Proxy経由でも利用可) 外出先からリモートアクセス

利用手順 ①事前設定・・・・・・・Client（対象機器）にてソフト起動、ID・パスワード入力（常駐起動）
②リモートアクセス・・・Viewer（操作端末）にてソフト起動、ID・パスワード入力

利用端末、注意事項

事前試験【必須】 お客様のご利用環境により、D.e-Connectがご利用できない場合があります。
導入に際しては必ず事前試験（試行利用）を実施いただきますようお願いします。

海外での利用

D.e-ConnectのUSBキーは、日本国外への持ち出し制限には該当しません。
（外為法 輸出令/外為令 リスト規制該非品）但し、下記の注意が必要です。
・イラン、イラク、北朝鮮の３カ国 （輸出令別表第４の地域）については、政策上持ち出しが禁じられています。
・キャッチオール規制に該当する場合は、事前にお客様による関係省庁(経済産業省)への許可申請が必要です。
・中国への持ち込みについては、中国側で規制があり許可申請が必要となります。（中国 商用暗号管理条例）

接続環境

操作する側Viewerは、海外においてもネットワーク要件に基づくインターネットへの接続環境があれば利用可能です。
但し、下記の注意が必要です。
・日本国内の中継サーバと接続しますので、ネットワーク遅延等によるレスポンス悪化や強制切断の可能性があります。
・中継サーバまでの間のネットワークは500kbps以上の帯域が必要です。
・日本語ＯＳ以外のＰＣでの利用においては、画面の文字化け等の不具合の可能性があります。

ネオ・USB型

ネオ・アプリ型

ネオ・アプリ型ライト


